












Ⅳ.結論 

 正常新生児の聴覚的定位を検討するための最も簡便な音刺激はガラガラであることが判

明した。ガラガラの音刺激を 1分間提示した際の定位反応は,日齢的には最初に眼球に認め

られ,次いで頭部,最後に体幹に出現した。 

 重い合併症のない低出生体重児では音刺激に対する頭部の反応出現率は有意に低かった

が,反応潜時は正常体重児とほぼ同じであった。しかし眼球反応では出現率に差はなく潜時

のみ数秒間延長していた。合併症のある低出生体重児や超極小未熟児に対しても検討した

結果,眼球反応が最も早期に現れ,肉眼的にも確認しやすいことが判明した。超極小未熟児

では全身状態に大きく影響され,眼球反応の発達も極端な遅れを示すが,他の未熟児では,

正常体重児とほぼ同じ発達過程を示した。 

 方向性のない眼球反応が 10 秒以下の潜時で対象児の 75%に出現する時期は,正常児で 2

週,未熟児で 3週,超極小未熟児で 3～4か月であった。 

 High risk infant に関しては十分な医学的管理がなされているため本法は必要ないが,

主として 1か月未満の low risk infant に対して本法は,視聴覚障害も含めた認知障害の

第 1次スクリーニング法として意義あるものと考える。 


